
支部・分会名 要求・回答日 ２３年要求内容 2３年回答内容

日本ｼｬｯﾀｰ分会 要求２月２２日 夏季一時金　１．８ヶ月 夏季一時金　１．５ヶ月（妥結）

回答日５月１１日

三和ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分会 要求５月１７日 年間　６ヶ月

回答日５月２６日

崎陽軒 要求５月１２日 夏季一時金３ヶ月

松永製作所支部 要求５月１８日
回答日６月１日

夏季一時金　３ヶ月
９２３，６４３円

アイエスビー支部 要求５月１８日
回答日６月１日

夏季一時金３．３ヶ月
１，００９，３３１円

５
月
１
９
日
現
在
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
全

国
集
計
（
一
部
未
集
約
）
は
、
要
求
提

出
支
部
数
は
６
８
支
部
分
会
、
要
求
額

の
支
部
分
会
平
均
９
２
３
，
６
０
９
円

（
３
．
１
６
ヶ
月
）
、
組
合
員
平
均
１
，

０
８
０
，
０
４
１
円
（
３
．
４
６
ヶ
月
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
求
に
は
、

春
闘
後
も
続
い
て
い
る
物
価
高
騰
か
ら

く
ら
し
を
ま
も
り
た
い
と
い
う
切
実
な

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
で
は
、
下
の
表
の
通
り
３

職
場
で
要
求
を
提
出
し
、
１
分
会
に
回

答
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会

賃
上
げ
と
同
時
要
求
で
１
・
８
ヶ
月

を
要
求
し
、
春
闘
交
渉
後
、
要
求
額
に

近
い
１
・
５
ヶ
月
の
一
時
金
の
回
答
が

５
月
１
１
日
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡

営
業
所
の
梶
山
さ
ん
の
本
社
へ
の
配
置

転
換
の
件
は
、
本
人
の
希
望
通
り
現
状

の
ま
ま
で
解
決
し
、
残
る
は
『
退
職
金
』

問
題
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

社
長
交
代
後
は
、
労
使
関
係
が
改
善

さ
れ
て
お
り
賃
上
げ
・
一
時
金
と
も
に

有
額
回
答
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

門
前
で
行
っ
た
一
時
金
シ
ー
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、

６
８
名
が
応
え
て
紙
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
も
２
９
名
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

賃
上
げ
回
答
が
低
額
の
４
，
４
０
０

円
だ
っ
た
事
と
、
物
価
高
騰
が
継
続
し

て
い
る
事
か
ら
６
ヶ
月
の
年
間
要
求
を

提
出
し
ま
し
た
。

・
崎
陽
軒

賃
上
げ
前
に
、
日
給
９
０
０
０
円
か

ら
９
６
０
０
円
に
増
額
（
月
額
で
１
万

２
千
円
相
当
）
が
示
め
さ
れ
、
現
在
上

積
み
交
渉
中
で
、
一
時
金
も
月
額
収
入

の
３
ヶ
月
分
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

《
詳
し
く
は
３
面
参
照
く
だ
さ
い
》

神
奈
川
地
本
で
は
、
松
永
製
作
所
と

ア
イ
エ
ス
ビ
ー
の
２
支
部
が
３
ヶ
月
以

上
の
要
求
を
提
出
し
、
物
価
高
に
負
け

な
い
、
生
活
防
衛
の
本
格
的
な
一
時
金

交
渉
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
記
・
浅
岡
）
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71１１号

生活を守る２３年一時金交渉始まる

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
夏
季
一
時
金
取
組
み
状
況

川
崎
支
部
で
は

神
奈
川
地
本
で
は



第
９
４
回
川
崎
メ
ー
デ
ー
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

会
場
も
以
前
使
用
し
て
い
た
川
崎
区

の
富
士
見
公
園
が
使
用
で
き
ず
、
中

原
区
の
中
原
平
和
公
園
に
変
更
し
て

の
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

中
原
平
和
公
園
で
は
、
テ
ン
ト
を
張
っ

て
の
会
場
つ
く
り
・
運
営
な
ど
で
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
５
０
０
名
の
参
加
が
あ

り
集
会
の
後
、
武
蔵
小
杉
駅
ま
で
デ

モ
を
行
い
労
働
者
の
団
結
と
連
帯
の

行
動
に
な
り
ま
し
た
。
支
部
か
ら
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
《
記
：
矢
部
》

71１1号 （２）

５／１ 第９４回川崎メーデー

５／３ ２０２３憲法大集会５
月
３
日
（
火
）
憲
法
施
行
７
６
年
の

こ
の
日
、
さ
つ
き
晴
れ
の
東
京
・
有
明
防

災
公
園
に
て
、
憲
法
大
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で
の
屋
外

集
会
に
２
万
５
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

岸
田
政
権
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

を
明
記
し
た
安
保
関
連
三
文
書
を
閣
議
決

定
し
、
戦
争
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
「
新
た
な
戦
前
に
さ
せ
な
い

‼
、
戦
争
の
準
備
よ
り
平
和
の
準
備
を
‼
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ
を
訴

え
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
川
崎
支
部
か
ら

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
奈
川

県
内
で
開
催
さ
れ
た
憲
法
集
会
に
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

《
記
：
矢
部
》

核
兵
器
禁
止
・
廃
絶
を
訴
え
て

東
京
か
ら
広
島
へ
の
平
和
行
進

（
川
崎
市
内

５
／
７
～
９
）

４
年
ぶ
り
に
全
国
通
し
行
進
者
、
そ
し

て
和
歌
山
市
民
生
協
の
通
し
行
進
者
、
２

名
を
迎
え
て
２
０
２
３
年
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
行
進
。

東
京
か
ら
広
島
へ
の
行
進
は
５
月
６
日

東
京
夢
の
島
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
神
奈
川
県
に
引
き
継
が
れ
た

７
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
川
崎

区
そ
し
て
幸
区
・
中
原
区
・
高
津
区
・
多

摩
区
・
麻
生
区
と
繋
ぎ
、
神
奈
川
全
県
の

自
治
体
・
行
政
区
ご
と
に
平
和
行
進
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
川
崎
支
部
か
ら
、
６
日
の

ス
タ
ー
ト
集
会
に
は
、
長
谷
川
さ
ん
、
小

林
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
７
日
の
川
崎
区
の
行
進
と
東
京

か
ら
神
奈
川
県
の
引
継
ぎ
集
会
に
は
矢
部

が
参
加
。
８
日
の
幸
区
・
中
原
区
の
行
進

に
は
長
谷
川
さ
ん
、
小
林
さ
ん
、
細
谷
静

雄
さ
ん
そ
し
て
矢
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
日
の
高
津
区
・
多
摩
区
・
麻
生
区
の
行

進
に
は
細
谷
あ
つ
子
さ
ん
、
小
林
さ
ん
そ

し
て
矢
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
和
行
進
は
、
１
９
日
に
は
神
奈
川
県

内
の
行
進
が
終
わ
り
、
静
岡
県
に
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

《
記
：
矢
部
》



４
月
２
８
日
（
水
）
に
、
横
浜
駅
東

口
に
近
い
崎
陽
軒
本
社
に
て
第
２
回
団

体
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
社
側
は
、

営
業
部
長
を
筆
頭
に

総
務
部
の
課
長
代

理
、
組
合
員
Ａ
さ
ん
の
上
司
に
あ
た
る

課
長
代
理
と
主
任
の
４
名
、
組
合
側
は

本
人
と
組
合
三
役
が
出
席
し
ま
し
た
。

シ
ュ
ウ
マ
イ
レ
デ
ィ
ー
過
酷
な
職
場

Ａ
さ
ん
は
非
正
規
雇
用
で
す
が
、
勤

続
１
７
年
で
す
で
に
無
期
転
換
と
な
っ

て
い
ま
す
。
給
与
は
日
給
で
９
千
円
。

入
社
以
来
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
賃
金

の
改
訂
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勤
務

は
、
駅
売
店
の
交
代
勤
務
で
３
名
体
制

で
公
休
・
早
番
・
遅
番
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
シ
ュ
ウ
マ
イ
や
各
種
弁
当
の
販
売

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
有
給
休
暇
は
有

る
も
の
の
、
駅
売
店
の
た
め
休
日
は
全

く
な
い
。
休
日
を
取
る
場
合
は
他
店
か

ら
応
援
に
来
て
も
ら
う
体
制
で
す
。

交
渉
で
の
問
題
点
は

今
回
の
団
交
で
ま
ず
問
題
に
な
っ
た

の
は
、
給
与
の
内
容
で
す
。
会
社
が
示

し
て
き
た
、
雇
用
契
約
書
に
は
日
給
に

食
事
手
当
を
含
む
と
書
い
て
あ
り
、
し

か
も
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
説
明
。
実
際

の
給
与
明
細
に
は
、
職
能
給
と
い
う
欄

に
日
給
相
当
額
に
勤
務
日
数
を
掛
け
た

金
額
し
か
な
く
、
食
事
手
当
の
内
容
が

不
明
な
ど
、
会
社
説
明
が
曖
昧
で
す
。

ま
た
、
正
社
員
の
一
時
金
の
月
数
を

質
問
し
て
も
『
お
答
え
出
来
ま
せ
ん
』

と
不
誠
実
な
対
応
で
し
た
。

給
与
規
定
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
『
閲
覧

は
良
い
で
す
』
と
の
答
え
、
さ
ら
に
、

『
当
社
は
家
族
手
当
や
住
宅
手
当
は
有

り
ま
せ
ん
』
と
の
事
。

次
回
団
体
交
渉
は
、
５
月
３
０
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
納
得
の
ゆ
く
説
明

と
誠
実
な
対
応
を
求
め
て
行
い
ま
す
。

第
３
回
団
交
へ
の
要
求
内
容

１
、
日
額
１
万
４
千
円
と
す
る
こ
と

２
、
食
事
手
当
の
金
額
や
導
入
時
期
等

を
提
示
す
る
こ
と
。

３
、
賃
上
げ
を
４
月
に
遡
っ
て
実
施
す

る
こ
と
。

４
、
前
回
一
時
金
５
万
円
の
算
出
方
法

を
説
明
す
る
こ
と
。

５
、
８
月
か
ら
の
給
与
支
給
日
変
更
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。

６
、
夏
季
一
時
金
と
し
て
月
収
の

３
ヶ
月
分
を
支
給
す
る
こ
と
。

（
記
・
浅
岡
）

（３） 71１１号

崎陽軒不誠実な第２回団体交渉
横浜 シュウマイで有名・老舗の企業！

団交には応じるが、質問には曖昧な回答

な
ん
ぶ
せ
ん

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
５
月
２
１
日
閉
幕
し
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
ガ
ッ
カ
リ
し
ま
し
た
。
岸
田
首
相
は
言
葉
で

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
い
う
理
想
に
向
け
た
基
礎
を

確
保
し
、
核
軍
縮
に
向
け
た
国
際
社
会
の
機
運
を
い
ま

一
度
高
め
る
事
が
出
来
た
」
と
語
る
。
本
当
に
被
爆
者

の
思
い
を
分
か
っ
て
い
る
の
か
。
▼
核
兵
器
禁
止
条
約

は
２
０
１
７
年
７
月
に
国
連
総
会
で
賛
成
多
数
に
て
採

択
さ
れ
２
０
２
１
年
１
月
２
２
日
に
発
行
し
ま
し
た
。

日
本
は
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
賛
成
も
批
准
も
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
岸
田
首
相
は
広
島
県
出
身
で
す
。

本
当
に
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。
▼
平
和
行
進
は
１
９

５
８
年
６
月
２
０
日
に
広
島
の
原
爆
記
念
碑
の
前
か
ら

８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
向
け
、
「
地
球
上
か
ら
核
兵
器
を
追
放
す
る
事

を
国
民
に
呼
び
か
け
る
」
た
め
日
本
山
妙
法
寺
の
故
西

本
敦
上
人
が
呼
び
か
け
、
同
寺
の
僧
が
中
心
に
な
っ
て

歩
い
た
事
が
始
ま
り
で
す
。
▼
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の

集
ま
り
で
す
が
、
開
く
こ
と
で
分
断
が
深
ま
っ
た
よ
う

に
思
え
ま
す
。
中
国
は
中
央
ア
ジ
ア
５
か
国
の
首
脳
を

招
き
、
１
８
日
か
ら
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
ま
し
た
。
１
９

日
に
広
島
市
で
開
幕
す
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
対
抗

し
、
米
国
主
導
の
国
際
秩
序
の
外
側
で
中
国
の
影
響
力

を
示
す
動
き
が
有
り
ま
す
。
世
界
は
分
断
さ
れ
た
形
に

な
っ
た
と
思
え
ま
す
。
▼
国
際
紛
争
は
戦
争
に
な
る
前

に
対
話
で
問
題
を
解
決
す
る
事
が
最
も
必
要
で
す
。
ま

し
て
や
核
兵
器
を
使
え
ば
地
球
に
人
間
が
住
む
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

名
も
無
き
絵
か
き



7111号 （４）

５
月
２
１
日
（
日
）

等
々
力
緑
地
の
釣
り
堀

に
８
時
集
合
し
て
３
名

（
長
谷
川
清
さ
ん
、
光

田
さ
ん
と
私
（
小
林
）
）

の
参
加
で
釣
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。
周
囲
を
見

渡
す
と
随
分
様
変
わ
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
他

の
釣
り
客
を
見
か
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
周
囲
を

見
渡
す
と
随
分
様
変
わ

り
を
し
て
い
ま
し
た
。

レ
ク
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
出
来
ず
に
い
ま

し
た今

年
に
入
っ
て
３
月

２
６
日
花
見
を
予
定
し

て
い
た
の
で
す
が
、
雨

天
で
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

レ
ク
と
し
て
釣
り
を
予

定
し
、
雨
天
の
場
合
は

中
止
で
進
め
ま
し
た
。

釣
り
を
や
っ
て
み
る
と

面
白
い
も
の
で
し
た
。

私
は
練
り
餌
を
買
い

丁
度
良
い
大
き
さ
に
し

て
付
け
る
事
に
苦
労
し

ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

し
て
針
に
付
け
る
か
分

か
ら
ず
取
扱
書
を
見
な

が
ら
作
り
ま
し
た
が
は

じ
め
は
針
が
隠
れ
る
位

の
大
き
な
団
子
の
よ
う

な
餌
に
な
り
ま
し
た
。

い
く
ら
、
竿
を
垂
れ
て

も
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
回
も
続
け
て
や
っ
て

い
る
う
ち
に
餌
の
形
を

作
れ
る
よ
う
に
な
り
釣

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

釣
っ
の
魚
は
何
？

長
谷
川
さ
ん
は
ク
チ

ボ
ソ
６
匹
。
光
田
さ
ん

は
ク
チ
ボ
ソ
３
匹
、
ヨ

シ
ノ
ボ
リ
１
匹
、
ブ
ル
ー

ギ
ル
２
匹
で
し
た
。
私

は
ク
チ
ボ
ソ
１
匹
、
ブ

ル
ー
ギ
ル
６
匹
で
し
た
。

店
の
人
と
世
間
話

「
数
年
前
に
台
風
で
多

摩
川
の
水
が
住
宅
に
流

れ
込
ん
で
大
き
な
被
害

が
出
た
。
そ
の
時
の
周

辺
は
た
め
池
の
よ
う
な

様
子
だ
っ
た
。
又
、
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
貴

重
な
美
術
品
や
絵
画
が

展
示
さ
れ
ず
に
あ
る
物

を
地
下
の
倉
庫
に
保
管

し
て
い
た
為
、
水
が
地

下
に
入
り
込
み
ダ
メ
に

し
て
し
ま
っ
た
。
」

ま
た
、
今
、
リ
ニ
ア
新

幹
線
の
工
事
で
釣
り
堀

の
す
ぐ
横
（
３
０
０
Ｍ

位
）
の
所
に
高
い
ク
レ
ー

ン
や
ポ
ー
ル
が
建
っ
て

い
ま
し
た
。

店
の
伯
父
さ
ん
に
何

か
影
響
が
有
る
ん
で
す

か
と
聞
く
と
「
釣
り
堀

の
水
が
２
０
～
３
０
ｃ

ｍ
位
少
な
く
な
っ
て
い

る
」
そ
う
聞
い
て
池
を

見
る
と
釣
り
場
と
水
面

が
離
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。

「
又
、
等
々
力
の
再

開
発
が
始
ま
り
そ
う
で
、

そ
う
な
る
と
池
も
小
さ

く
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
も
知
れ
な
い
」
と

ポ
ツ
リ
を
言
っ
て
い
た
。

記
・
小
林

青いバケツにはブルーギルがいます。

右のバケツにクリボソ、ヨシノボリで



（5） 7111号

シンポジウムでは、

「フリーランス」「非正

規公務員」「働く高齢者」

「外国人労働者」がそれ

ぞれの労働実態を報告。

「働くうえでの課題」

「フリーランスや非正規

労働者の権利とは」「夢

を実現できる働き方」な

ど、私たちの生活と働く

ことを掘り下げてみます。

そして、社会の問題とし

て「ジェンダー」も語り合います。

２日目も分科会で実態交流します。

～みんなで考えましょう～

問題提起

兵頭淳史（専修大学経済学部教授）

職場の報告、討論

日時：２０２３年６月４日（日）

１３時３０分～１６時３０分

会場：東京都渋谷勤労福祉会館

（リモート併用）

内容：伝わる・伝えるためのビラ・チ

ラシ作成の基本講座

日時：２０２３年６月１１日（日）

１３時３０分～１６時３０分

場所：南部労政会館第６会議室

（ＪＲ大崎駅・南口より３分）

（リモート併用）

講師：西 正和（前中央教宣部長）



キ タ ジ マ サ ブ ロ ウ

リ ン ゴ ス タ ー ミ

ザ シ キ イ カ

ア ヨ ン リ ン シ ヤ

コ ド ウ グ グ ナ

ウ タ ダ シ ロ カ

ダ ン ク シ ユ ー ト

イ バ ノ ン ウ ノ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
５月２７日（土）労働相談（支部事務所）１３:００～

三和・団交
６月０１日（木）夏季一時金回答指定日
０３日（土）労働相談（支部事務所）１３:００～
０３～０４日 非正規・交流集会
０７日（水）第１１回書記局会議（支部事務所）１３:００～
０９日（金）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８:３０～
１０日（土）労働相談（支部事務所）１３:００～
１１日（日）ビラ交流会（南部労政）１３:００～
１４日（水）第１１回支部報編集委員会（支部事務所）１８:００～

第１９回支部執行委員会（支部事務所）１９:００～
１６日（金）ワーカーズネット街頭相談（川崎駅）１９:００～
１７日（土）労働相談（支部事務所）１３:００～

「未組織の組織化と地域支部活動の全国交流会」（オンライン）１４:００～
１９日（月）１９行動
２４日（土）労働相談（支部事務所）１３:００～
２５日（日）支部年間総括会議（支部事務所）１３:００～
２８日（水）支部報７１１２号作業日（支部事務所）１２:００～

第１１回未組織宣伝（久地駅前）１８:００～
７月２３日（日）第７３回支部定期大会（支部事務所）１３:３０～

支
部
財
政
部
よ
り

『
夏
季
一
時
金
カ
ン
パ
』
の
お
願
い

２
０
２
３
年
５
月

財
政
部
長

浅
岡
正
夫

気
候
が
落
ち
着
か
な
い
こ
の
頃
で
す

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

支
部
財
政
の
現
状
は
厳
し
く
、
組
合

員
の
高
齢
化
や
組
合
員
の
減
少
で
困
難

な
面
も
起
き
て
お
り
、
支
部
の
今
後
の

発
展
の
た
め
に
は
、
思
い
切
っ
た
取
組

み
を
行
う
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
財
政
の
確
立
が
必
要
で
す
。

支
部
組
合
員
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
及

び
支
部
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て

い
る
皆
様
に
『
夏
季
一
時
金
カ
ン
パ
』

を
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
支
部
執
行
部
に
直
接
渡
す
か
、
郵
便

局
の
振
替
口
座
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
振
込
先
】

郵
便
振
込
口
座
名

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部

郵
便
振
込
口
座
番
号

０
０
２
１
０
ー
５
ー
８
９
２
５
４

クロスワードパズル7110号回答図
回答「クミアイカメイ」組合加盟でした

応募者は3名で全員正解でした。おめでとうござい
ます。賞品をお送りします。
石田洋司さん 合同分会（図書カード）
菅原祐三さん 支部報読者（図書カード）
尾崎康尚さん 日本S分会（図書カード）


